
会して議せ！議して決せよ！決して行え！

やしお党（市民に○や すらぎを！○し あわせを！○お もいやりを！）レポート

最終ページに後援会バス旅行のご案内があります。ぜひ最後までお読みください。

24 年 9 月議会最終日に副議長を拝命したため一般質問を 24 年 12 月・本年 3 月議会でできませんでし

たのでレポート 21 号は大久保たつお当選以来の質問・主な発言を特集しました。（詳細はＨＰを）

平成 17 年 12 月議会 2276 票でトップ当選後、初本会議・・・傍聴者で議場はあふれました。

ＢＳＥ（狂牛病）問題で国に中止を求める意見書の提案

医療保険財政の効率化と市民の経済的負担軽減策について（ジェネリック医薬品を積極的に）

市内商工業者への融資制度について（実効性がない、簡素化すべし）

多田市長の所信表明について（総花的であり、具体策を示すべきと追求）

平成 18 年 3 月議会

コミュニテイ特別事業補助金について

国保特別会計繰り出し金について（一般会計より約８億円補填）

小中学校校舎等耐震化事業について（終了予定が平成 30 年）→→→ 27 年に短縮

河川環境保全について（下水道の不備と合併浄化槽転換補助金の創設）→→→25 年度実現

教職員住宅は空家が多く、市営住宅は大幅に不足。転換を図るべし！→→→25 年度解体

平成 18 年 6 月議会  ＊江戸川河川事務所より環境本 1 千部取り寄せ、全小学校に配布

小中一貫教育問題（八條北小を八條中に統合する） 拙速であり理解を得られていないと地域住民

の代表として討論に立つ！→→→白紙撤回

市有財産の有効で効率的な活用策について（前記 3 月議会の再質問、実現までやります）

平成 18 年 9 月議会    ＊柳之宮小・松ノ木小にて環境教育で教壇に立つ

一般会計・国保会計・介護保険・上水道各決算・重度心身障がい者医療費支給条例に反対

南部地区地区計画について（50 坪規制を見直すべきと訴える。マスタープランの不備を追求）

行財政改革について（実質公債費比率が県内ワースト 1 位問題。徹底的にムダを省くべし）

＊介護保険の改正に伴い、自己負担が増大。国に適切な処置を求める意見書の提出（全会派賛成）

平成 18 年 12 月議会  ＊外部委託料の積算根拠が不透明で高いと補正予算に反対

市民意識調査報告書について（費用を掛けて調査をしているが改善が見られず悪化）

東京外環自動車道パーキング計画について（周辺整備費用は？八條北小問題はどうするの）

南部地区地区計画の見直し（50 坪規制）請願 951 名の代表として討論に立つ→→主旨採択

平成 19 年 3 月議会  ＊9 月議会で訴えたマスタープラン（街創りの基本計画）の策定決定！

一般会計予算に反対（道路舗装率 82.9％なのに舗装新設予算たったの 1,750 万円）増額を

国保特別会計予算に反対（徴収率 84.5％、7 億 43 百万円一般会計より繰入。努力すべし）

三位一体改革の影響について（個人住民税が委譲され、補助金が削減・徴収能力が問われる）

給食費滞納問題（累計 7,200 万円。諸々の方策を示す）→→→改善！24 年度徴収率 99.9％に

入札制度改革について（参加希望型、受注希望型、総合評価方式の導入を提案。又、地元企業へ

優先発注分を確保し、雇用促進を提案）

ご支援は仕事でお返し致します
東埼玉資源環境組合議員

2013 年４月 ＮＯ2１

八潮市議会議員

大久保たつお

〒340-0802八潮市鶴ヶ曽根2014 Tel/Fax048(996)8618  t-ookubo34@kusanone.jp HP：おおくぼたつお 検索



＊委員会で紹介議員の制約を改革！  ＊ゴミ集積所の看板が大久保のアイデアで実現

平成 19 年 6 月議会  引き続き給食費滞納問題を取り上げ教育長は「頑張ります」と約束

八潮市地域防災計画につき不備な点を指摘し市民の「生命・財産」を守る責任と義務がある事を訴える

      ＊市長に対し、より細密で具体的な対応策を取るよう要望書を提出

平成 19 年 9 月議会  ＊医師・医療従事者不足対策を早急に行うよう意見書を国に送付（全会派賛成）

7 月 16 日新潟沖中越地震が発生した。今後予想される関東地域の地震に対し教訓となった事が多々ある

はず。八潮市地域防災計画と照らし見解と課題を質問（防災士資格・防災公園・小中の非難訓練等提案）

市税の不納欠損と滞納額につき対策を提案（滞納整理機構の創設を）

平成 19 年 12 月議会    人件費アップ案に対しただ一人反対！ 葬祭費補助金減額案に反対！

垳川浄化対策が独立した自治体としての責任と義務、そして誇りがないと指摘（足立区まかせ）

八潮市職員数が県内市町村平均で 1 千人当たり 102 人多い事を指摘し、対策案を提示

市民意識調査アンケートの重要度が高く、満足度の低い施策を計画的に行うべきと追求

議会改革案を提案

① 市議会議員の定数を削減すべき ② 指名があったら必ず市長が答弁 ③ 質問回数を無制限に

平成 20 年 3 月議会 ＊大久保が当初より訴えた現金の預け先変更により総額 438 万円増収

一般会計予算が「市民意識調査アンケート」をまったく考慮していないと反対

給食費滞納問題を取り上げ新たな対策を質問（現金徴収・悪質な滞納については訴訟）→臨時議会決定

垳川問題を追及（大久保たつおは埼玉県に要望書を提出しました。その後、足立区・東京都・埼玉県が

浚渫予算をつける。）

南部地区問題（駅周辺の５０坪規制）につき、法律を作るのも人間、その法律により多くの問題が起き

ている、現状を認識し変えるのも人間だと！市長にせまる。・・・その後大久保たつおは地権者・関係者

約 20 名に対し執行部 3 名の出席を求め説明会を実施。

平成 20 年 臨時議会

給食費滞納者にたいし、裁判所への支払い督促申し立て実施。現年分は現金徴収に変更（現在 99.9%）

平成 20 年 6 月議会     ＊大久保たつおが提案した質問回数の撤廃が実現（従来 3 回まで）

地方税法改正により、「ふるさと納税制度」が導入された。新たな財源として、活用策を提案

高齢者への徘徊探知器利用サービスの拡充策と障がい者（児）にも拡大すべきと提案→→→実現

5 市 1 町で構成する「東埼玉資源環境組合」の八潮市の分担金約 6 億 1,300 万円につき市民一人あたり、

対越谷市で 2,020 円、対草加市で 2,085 円それぞれ負担金が多い！その原因を指摘！改善すべきと追及

平成 20 年 9 月議会   前年度決算と当年度補正を審議

国保会計決算に相変わらず、一般会計から約 10 億円の補てん。徴税努力がたりない！ジェネリック医

薬品の使用促進を図れと再度提案

市民の皆様が快適で安全・安心な生活を送るため集中豪雨対策を提言

ゴミ減量化策を提言。事業系を家庭系に混入していないか。ゴミ収集運搬委託料約 2 億 7,000 万円に

つき随意契約は妥当か

「中小・零細企業対策の充実・強化に関する」意見書を国に提出（全会派賛成）

市長より国にたいしての要望を聞き取り。→→→国会議員に提出

平成 20 年 12 月議会  議員定数削減案（3 名）提出→否決される

健康スポーツ都市宣言予算の日めくりカレンダー作成費 960 万円に反対

第 4 次八潮市総合計画基本構想一部改定案反対討論（つくばＥＸ東京駅延伸に本市負担約 18 億円予想）

「公契約法の制定を促進し適正な労働条件の確保を求める意見書」国に提出（全会派賛成）

小学校で 4.08 倍中学校で 4.1 倍の較差となっている児童生徒数の問題提起→25 年度一部通学区域変更

八潮市土地開発公社の先行買い付けは時代に合わないと追及（高値買い取りと金利負担が重荷）

平成 21 年 3 月議会  大久保たつおは 5,611 名の署名をいただき、議員定数削減（4 名）再度提出！



小中一貫教育で東京と施設面でのあまりの較差があると指摘（子供は親を選べないように住む地域

を選べない・・・そこに愛はあるか！）

市民の声ボックスの対応が失望感・絶望感を与えるだけ未来にたいし夢と希望をもって頂くことが大事

財政逼迫のなか 20 年度も保留地が 5.5 億円売れ残った。50 坪規制を変更すべきと市長にせまる

平成 21 年 6 月議会      議員定数削減（2 名）実現！ （24 名→22 名に）

児童生徒への新型インフルエンザ対策・緊急雇用創出事業質問

第 4 次総合計画後期基本計画で 27 年度までで約 200 億円財源不足を指摘

大原中学校の耐震補強及び大規模改修工事約 3 億円の入札が 11 社中 1 社が辞退、8 社が全く同じ金額。

不自然と指摘（原資は市民の皆様が一生懸命働いて汗した貴重な税金です）

平成 21 年 9 月議会   ＊おかげさまで再びトップ当選（2,555 票）あなたの想いに応えたい＊

職員の残業手当が 0~103 万円を指摘。適正配置し、職員の負担軽減と費用の削減を図るべしと提案

つくばＥＸ延伸 2ＫＭに約 1,000 億円（本市負担 18 億円）必要ないと意見（東京駅予定地が遠い）

平成 21 年 12 月議会 65 歳以上の重度心身障がい者手当 2,500 円減額案にお金は生み出せると反対

八ッ場ダム建設中止の撤回を求める意見書に理由を述べ反対討論（詳細はレポート 15 号）

小中一貫教育の成果と課題を質問。通知表の改革を→→→実現（八幡・大曽根・柳之宮小で実施）

水害対策として各家庭にドラム缶の設置を提案（200Ｌ×18,000 世帯で道路冠水が防げる）

平成 22 年 3 月議会     ＊新たに財政健全化調査特別委員に就任

「地方財源の安定的な確保・国庫補助金を一括交付金に・調整制度の創設により地方間較差の是正」の

意見書を国に提出（全会派賛成）

外国人登録者が 33 人に一人、諸問題をつく。小中の外国人英語助手、費用対効果がない日本人教師を

障がい者にたいし市からもっと仕事をだすべきと訴える（月額 2,500 円～8,800 円では生きていけない）

保育所が障がい児だけ延長保育を認めない問題を涙ながらに追及→→→その後 9 月より 6 時までが実現

平成 22 年 6 月議会     ＊北部地区を民間開発との請願提出される  

平成 37 年度まで生活排水処理普及率を 100％の計画の実効性を追求（合併浄化槽の補助制度等）

北部地区の民間開発請願につき市長に質疑→区画整理による開発と答弁→24 年民間開発に・・・？

平成 22 年 9 月議会     ＊リホーム補助金制度創設

経常収支比率 90.2（健全は 75％）改善策を提言  ＊一般財源約 148 億円のほとんどが義務的経費

小中学校の学力が県平均を下回っていると指摘、教育委員会の姿勢を聞く。大久保たつおは小中学校

の室温を調査し、38～40 度あると指摘→→ →すべての教室に 23 年度、扇風機設置を実現

平成 22 年 12 月議会   

八潮市自治基本条例に反対討論（市民が無償で 114 回もの会議での答申案を無視し変更した）

八潮市が出資し、土地の持ち分もある東部流通センターから 30 年間も配当を受けていないと追及

当初予算と補正予算の金額が逆さまではないかと指摘（これにより工事が早く、スケールメリットある）

平成 23 年 3 月議会    ＊前回指摘した予算編成、はやくも当初予算増額決定！！

委託料を見直さずに行財政改革はありえないと意見をつけて討論

東日本大震災が発生し、一般質問をすべての議員が取り下げ ＊委員会開催中で、経験したことのない

大きな揺れでした。  【義援金の募金活動 2 回実施】

平成 23 年 6 月議会    ＊避難されているかたへの住宅借り上げ料可決

放射性物質の測定数値の公表が遅いと指摘・・・市民目線とはスピードであると発言！

通学審議会の詳細を質問（学校間の人数の較差と今後の小中一体校も検討課題）12,000 人が 6,800 人

平成 23 年 9 月議会    ＊東埼玉資源環境組合議員選挙で大久保たつお当選（議員間の選挙）

八潮市地域防災計画とこのたびの大震災対応との齟齬、学ぶべきもの・反省点を質問し、さまざまな

提案を行う（大久保たつおは現地の状況を調査し具体策を提案）

年間委託料約３５億円につき一度リセットし、見直すべきと提案（公共事業は民民間より割高の理由



を指摘し、随意契約を競争入札にできるだけ変えることを提案）

平成 23 年 臨時議会      11 月 14 日

公園と小中学校表土除去費用及び私立幼稚園への放射線低減補助金、測定器購入費約 4,000 万円可決

平成 23 年 12 月議会     「八潮市平和都市宣言」可決

125 人の待機児童がいるなか、滞納繰越額が約 4,580 万円ある。近年、毎年 500 万円増えていること

を指摘し、対策を提案（詳細はレポート 19 号）   ＊問題は解決という言葉のためにある！

予算編成につき考慮すべき点を指摘し、意識改革の重要性を提言。職員に過去にとらわれず、未来を

描ける専門家になって欲しいと訴える

平成 24 年 3 月議会     ＊委託料が件数・金額とも減額になりました

中学校での武道（柔道）が必修化になる。全国で死亡例や重篤な後遺症が発生した。大難を小難にす

るため確認と提案を行う（レポート 19 号）

小中学校通学区域審議会の内容を確認し、理想の学校像を教育長に質問

南部地区の急激な児童数の増加により建設基金の積み立てを市長に提案→→→24 年度 12 月 2 億円実現

5 市 1 町で構成する「東南部都市連絡調整会議」では公共施設の相互利用を図るため「まんまるよやく」

システムを運営しているが結論を言えば人口の少ない自治体が多い自治体の施設不足を補っているだけ

と指摘。八潮市民が八潮市の施設を予約できない！・・・八潮市民の先行予約に変えるべきと提言

東埼玉資源環境組合  ＊八潮市選出議員として大久保たつおが初めての質問者とのこと。

安定的なゴミ処理政策を行うために「自区内処理の原則」の解釈を提言し、出口がしっかりしていな

いと入口が使えないことを指摘

平成 24 年 6 月議会     答えが出るまで！・・・検討するは中途半端

100 名と 80 名定員の保育所建設が予定されているが、現在でも毎年約 500～600 万円の滞納金が発生

している問題点を提示し方策を提案（詳細はレポート 20 号）

ゴミゼロ運動で出される自転車を無許可業者に無料で搬出していたと指摘→→25 年度から有料で搬出

常に、改善・改革の意識をもて、仕事の出来る職員とは新しい発想で提案する人だと訴える。

平成 24 年 9 月議会  ＊副議長選挙で大久保たつお 22 名中 14 票！→副議長就任（一人会派で初）

「垳」町名を守る請願を賛成多数で採択。八潮駅南口公園整備予算決定！

消防署・消防団の充足状況を質疑し、問題点と提案→（詳しくはレポート 20 号）

入学準備貸付金・教育資金貸付金につき制度の問題点を指摘、改善策提案→→→25 年度から改善実現

平成 25 年 3 月議会  ＊議員定数 4 名減案提出される→大久保たつおは賛成するも反対多数で否決

・

後援会バス旅行のご案内 6 月 23 日（日）会費 5,000 円 大久保たつお後援会：会長植竹末次郎

八潮高校入口集合 7 時～首都高・中央高速～談合坂ＳＡ～河口湖ＩＣ～忍野八海（見学）～河口湖（昼食）

～西湖いやしの里（見学）～朝霧高原～第 2 東名～沼津（お買い物）～海老名ＳＡ～八潮着 19 時頃予定

皆様と一日、楽しく過ごしたいと思います。お申し込みはお早めに。

大久保たつおは知事との太いパイプを八潮市政に活かしてまいります

25 年 3 月 21 日 県庁にて

上田知事と八潮市の課題につき、会

談。知事は数々の改革を実現されて

おり、熱の入った議論ができまし

た。

八潮の未来のため今後も新風を吹

き込めと激励をいただきました。


